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ダム検証のあり方を問う公開討論会への出席の要請

貴有識者会議が昨年9 月に発表された「中間とりまとめ」によってダム検証の進め

方が定められ、それに基づいて、全国の83 ダム事業についてダム検証が行われてきま

した。すでに18 ダム事業はダム検証の結果が国土交通省に報告され、貴会議の審議を

経て、国土交通大臣による方針決定が明らかにされています。各ダムの検証結果は、も

ともと中止がほぼ予定されていた５ダムを除いて事業継続という結論であって、貴会議

はその検証結果を了承しています。

しかし、ダム検証の目的はこのように多くのダム事業にゴーサインを与えるもので

はなかったはずです。貴会議の趣旨に「『できるだけダムにたよらない治水』への政策

転換を進めるとの考えに基づき」と書かれているように、ダムにたよらない方策を最大

限に進めることがダム検証の趣旨でした。なぜ、このことと違ってしまったのか。私た

ちは関東地方整備局による検証が最終段階を迎えている八ッ場ダムについて、その内容

を点検しましたが、残念ながら恣意的で非科学的な検証だと言わざるをえません。

第一に、利水については水需要の減少傾向が明白であるにもかかわらず、その実績

を無視した、水需要が今後とも右肩上がりで増加するとの架空予測をそのまま認め、そ

のことを前提とした非現実的代替案との比較しか行っていません。現実と乖離したデー

タを用いての検証は、科学的といえるでしょうか。

第二に、治水については代替案の事業費が跳ね上がるように八ッ場ダムの効果を過

大に評価した上での代替案との比較しか行っていません。利根川の流域住民の安全を守

るために本当に必要な治水対策についての議論が無いままの検証作業でした。

第三に、自然の猛威によってダム事業が生命・財産を危機にさらしうることへの対

策は不可欠です。東日本大震災のような巨大地震が生じた場合、浅間山の大噴火で膨大

な泥流が流れ下った場合、今年9 月のように未曽有の豪雨に見舞われた場合など、自然



の猛威を踏まえた検証は何も行われていませんでした。これらのリスクを配慮しない、

想定範囲の狭い検証作業は恣意的すぎて、科学的と言えるものではありません。

このように、科学的とは言い難い検証は、科学者の良心として看過することができ

ません。これらのダム検証の進め方は、「今後の治水対策のあり方に関する有識者会議」

が定めた「中間とりまとめ」によるものです。この検証のあり方を科学的なものにして

いくためには、貴会議の委員の皆様と議論を進めていく必要があると考えます。

つきましては、貴会議の委員の皆様と、私たち「科学者の会」のメンバーが社会に

開かれた場で検証のあり方を冷静に議論する公開討論会を、１２月１日（委員のご都合

により変更可）に国会議員会館内の会議室で開催したいと存じます。

ご多忙のところ、まことに恐縮ですが、この公開討論会に是非、ご出席くださるよ

う、お願いいたします。皆様が科学者の良心として、この要請を真摯に受け止められる

ことを期待いたします。

なお、ご返事は下記の連絡先へお願い致します。
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